
Ⅰ

Ⅱ

1968020109.TIF

『インドJ:J:村の変貌』

饗評

がインド農村における貧富の，，y~，ますます大きくする

役割を巣たしているにすぎないことが明らかにされてし、

る。ーとの点について苓汗はほとんど説~j\ Lてャtn、ので

物足りなさを感じる。
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積評

査当時にはp 濯殺のために八つの井戸が抗られ，地区開

発員（BlockDevelopment O伍cer）の努力による改良種

の利用p 道路の絵備，将｝送＇＆の低減等 tこより，この村の

生産物の増加と有利な市場価格を確保するこ左ができる

ようになっえ。ぃ同査された5カ村の1961年における稲モ

の価格を比較寸ると， Du.,i村を 100とすると言 Fハ，ve-

llipet tJ,9Q, Palakhurichiカ：75, Can日aikondanカ；64,

Vadamalaipurarnポ34となマ J 司、る。：＿ ！.こがリて，土地

役資による午間P!r得は Dusi村ぞ；主購＇i'i'.価十九と比較し

て， 1916年には 3.34%, 1936年は 4.:10%, 1961年には

7.zr：， とたり，50午聞に大きく伸びごし、るο これにけし，

灘j既設備が十分？なく，まを労働力をむL業に吸収され

ている Gangaikondan村では， 1916年が4.97%, 1936年

カ~5.07%, l96li十方；54“%とほとんど手伝化しといたい。

Dusi村における大きな伸びは，耕作地の半分を，地主－

i巳業家的商人となっている不在地主が所有していること

を忘れていならなL、。 1962午に行なわれた＜＇.：ラス大学

の調査で， l市場に出回わる穀類は増加しながら、村での

il'i費益法献少し口、ることが日月らカJこされてU、る。労働

11の1日当たりの平均賃金H，右右モミ3.:14キ ＼Jで，｛j'.潤

所得は600キロにすぎず，やっと最低生活を維持してい

る。り（）（）キロの年n司所iリは，濯税，［＇，）：備仁志まれて k、るた

め，’た働日数が年｜掲 H¥(I日マ、他十iに比較し亡高L、と言

われている。地租は軽減され， 1961年には総生産の4.7°;o 

てらこれ仁社し1J、作和i土，地租の81苦から13/iiが支；ムわ

れている。

土地改革の失敗と，地租の減少は農村における貧笛の

廷を大きくしてL、る：たとえば・・.Palakhuric-hi引は，

1960年に“Packa』teDeal，，として知られているインチン

〆ブロ！画によって， H巴料，改良種，農機具が配給占れ

之。しか L，貧L＇、ル Ii人たちい，かれらの陥給応料

(package fertilizer）を闇市場に売ってしまい，また，

配給された鉄製のすきは，貧5苦な＋が，Jlくには重i並？？る

之め，依然として昔たがらの木製のす三を使Illせ5ふを

えない状態である。これに対し，富裕な地主たちは， fl

本式の稲れ栽培 ／j式を採用Lラ Z巴料を利用し 75ーらの増

産に成功しているの小作人は家畜の飼料を確保す乙余裕

はなく耕作技術の改良はかれらにとって困難な問題であ

り， f自産を期待することができたし、ど‘う悪1m環に悩ま

されている。

ill 

5カ村のうち， Dusi村が経済的にfi＇，、ちばん高い数

ro8 

学を示してし、るが，面白いことには，識字率はわずか

16.5%にすぎず，ほとんどが文盲である。これに対し，

Vadamalaipurarn村は34.4%で，インド全体の平均以上

の識字率を示している。また，村氏の家屋構造について

比較すると，泥造りが Dusi村では85.5%であるのに対

L, 61 7%，煉瓦造りの家は Dusi村の 14.5%に対し

,l8 3%と， Vadarnalaipuram村のほろがはるかに高い数

字を示している。 Dusi村につャては，岡村の経済活動の

i：力は， Conjι忌everamrliに住んでb、るま也ヒ－企業家的商

人の役割lを果たしている不在地主であることを知れば，

容易に理解できるω しかしながら， Vadamalaipurarn村

は，市場，史通機関に恵まれず，都モミの市場悩務につ

いても， Dusi村の100に対して，わずか34ときわめて低

ヤことが明らかにされといる。

インドの農村開発の有力な鍵は， Dusi村ではなく，

V adarnalai puram村が撮っているのではなかろうか。著

rt，主，せっかくこの対照的な両村を調査しながら，この

点についての究明をしていないのは残念である。

同村の最大の特色は，よ二の調査によれば土地はすべて

小自作農民（戸田antproprietor）によって耕ffされ，他

村のように地主・小作人の関係が存在しないことである。

ιの利は歴史的にはたとき，外部との接触があまりなく，

外款の佼絡による混乱を経験しなか－＿，た。元米，マドラ

ス州は自作農民によって耕作されてヤたため，イギリス

によっ勺ヘンガノしのす、ミーンダーリーお!JIこ対し，ヲイ

オト・ 17ーリー翁I]が採用された。したがって，外部との

接触があまりなか世た Vadarnalaipuram村では，他村の

ように地主の発生を見ずに今11に至ったようである。そ

して，村全体の共同事業がパンチャヤットを通じて活発

に行なわれてきたことで有名である。港紙施設の改善に

よコて，労働力の需要を高め， 1ll当たりの賃金も穀類

2.7キロから3.4キロに増加した。耕作者も生産作物や収

後期の選択ができるとともに， 2毛作の土地も， 1936年
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IV 

著，./fh•言うように，交通機関の発達は労働力の移動を

可能にし，雇用機会の増大をもたらし，カースト制度に
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また，間鎖された農村の小作料は，小作人がよそに行く
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